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１．ブロードバンド市場の今後の動向と

　　ＮＴＴグループの取組み



ブロードバンド市場の展開

■ ブロードバンド市場はＮＷのブロードバンド化・低廉化に伴い、今後、発展していくことが期待される。■ ブロードバンド市場はＮＷのブロードバンド化・低廉化に伴い、今後、発展していくことが期待される。
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情報家電
パソコン
ゲーム機

ＩＳＰ
ブロードバンドアクセス
（FTTH､ADSL､CATV）

権利保護
課金・決済
ポータル運営　等

コンテンツ制作
コンテンツ加工
（ｴﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ等）

ビジネスモデルの多様化

■ ブロードバンド市場は各レイヤのハーモナイゼーションにより、一体的に拡大していくものと想定
■ 各事業者は、自社ですべてのレイヤをカバーしたり、自社でカバーできないレイヤをアライアンスを組む

など多様なビジネスモデルを展開し、市場開拓に取組むものと想定

■ ブロードバンド市場は各レイヤのハーモナイゼーションにより、一体的に拡大していくものと想定
■ 各事業者は、自社ですべてのレイヤをカバーしたり、自社でカバーできないレイヤをアライアンスを組む

など多様なビジネスモデルを展開し、市場開拓に取組むものと想定
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出資

◆コンテンツ・マーケット
　プレイスの提供
【ｺﾝﾃﾝﾂ事業者向け】
・CDNの提供
・著作権保護
・課金／決済
・ｺﾝﾃﾝﾂ加工　等
【ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ向け】
・ｺﾝﾃﾝﾂ配信
・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽ
・ﾎｰﾑｹﾞｰﾄｳｪｲ

NTT 100%

NTT-BB
（H13.6.29設立）

NTTｺﾑ ドコモ

時期等

H13年秋：試行提供
　　（東京、大阪）
H14年春：本格提供
　（逐次提供ｴﾘｱを
　拡大）

ＮＴＴのブロードバンドコンテンツ配信ビジネスの現状①

◆Arcstar Music&Video
　［B2C］
◆ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ［B2B］

【ｺﾝﾃﾝﾂ事業者向け】
・ＣＤＮの提供
・著作権保護
・課金／決済
・ｺﾝﾃﾝﾂ加工　等

【ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ向け】
・ｺﾝﾃﾝﾂ配信

NTT 100%

H12年12月
　Arcstar Music
H13年4月
　ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ
H13年8月
　Arcstar Music&Video

◆M‐stage music［B2C］
◆M‐stage visual

【ｺﾝﾃﾝﾂ事業者向け】
・ＣＤＮの提供
・著作権保護
・課金／決済
・ｺﾝﾃﾝﾂ加工　等

【ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ向け】
・ｺﾝﾃﾝﾂ配信

NTT 64%
その他　　　 36%

■ ＮＴＴグループは、ブロードバンドコンテンツ配信ビジネスへの取り組みを開始したところ
　　（主なビジネスは下表参照）
■ ＮＴＴグループは、ブロードバンドコンテンツ配信ビジネスへの取り組みを開始したところ
　　（主なビジネスは下表参照）

B-BAT企画
（H12.9.13設立）

【ｺﾝﾃﾝﾂ事業者向け】
・著作権保護・処理
・収入分配ｼｽﾃﾑの提供
・ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ映像蓄積
・ｺﾝﾃﾝﾂ加工
・権利処理ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続事業者
　向け】
・ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ映像の提供
・ｺﾝﾃﾝﾂﾎﾙﾀﾞとの契約代行
・ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞの提供

日本テレビ 51%
NTT-ME 24.5%
NTT東日本 24.5%

H13年5月
　無料配信ｻｰﾋﾞｽ
H13年7月
　有料配信ｻｰﾋﾞｽ

ＴＦＭi
（H13.7.9設立）

【ｺﾝﾃﾝﾂ事業者向け】
・ｺﾝﾃﾝﾂ制作・配給
・課金／決済
・広告掲載

【ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ向け】
・ﾗｲﾌﾞ映像配信

ＦＭ東京 　48.6%
JFNC 　　 14.3%
ＮＴＴ西日本 33.6%
ＮＴＴ東日本　　3.5%

H13年9月
　サービス提供予定

３

（事業会社化に伴い、出資者が
　
増える予定）

他社とのアライアンス

［B2C］

H12年12月
M‐stage visual（PHS）開始

H13年1月
M‐stage music（PHS）開始

H13年5～9月
　FOMA試験ｻｰﾋﾞｽ

ｻｰﾋﾞｽ
ﾒﾆｭｰ



アクセス

コンテンツ コンテンツプロバイダー

IMT2000
（FOMA）

PHS

（Ｂ-ＢＡＴ企画）
　　　

（ＴＦＭｉ）　
　　　　

ＮＴＴコム ドコモＮＴＴ-ＢＢ　
　

ＮＴＴのブロードバンドコンテンツ配信ビジネスの現状②
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コンテンツ配信
（ＣＤＮ）

（Arcstar 　
　Music&Video）

（ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ）

４

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
権利保護
課金・決済
ﾎﾟｰﾀﾙ運営

ＡＤＳＬ／ＦＴＴＨ（ＮＴＴ東西）
FOMA（ドコモ）

M-stage  music
M-stage  visual

ＯＣＮ（ＮＴＴコム）

ぷらら（ぷららﾈｯﾄﾜｰｸｽ）

ＷＡＫＷＡＫ（ＮＴＴ-ＭＥ）

　　　　　　　　　　　　等



（参考）他社のビジネス形態
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競争下でのアクセス系サービスの高度化･低廉化①

ＩＳＤＮ ＡＤＳＬ 光サービス
（円）

2000年 2001年

光・ＩＰ通信網サービス試験提供
最大１０Ｍ・基本メニュー

13,000円（県単位）試験提供8,000円（県単位）

試験提供
5,100円

（収容局単位）

フレッツ・ＩＳＤＮ
4,500円に値下げ 3,600円

に値下げ

フレッツ・ＡＤＳＬ
4,600円（県単位）

モデム売切制
4,050円

7 8 9 10 11 12 1
1999年

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 （月）

②　高速

①　中速

③　超高速

8

3,800円
に値下げ

3,300円
に値下げ

６

Ｂフレッツ
5,000円

に値下げ

他社（光）

他社
（ＤＳＬ）

他社
（ＣＡＴＶ）

＊他社は、ＩＳＰ料金含む
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（注）エリアカバー率は、全世帯に対するカバー率

競争下でのアクセス系サービスの高度化･低廉化②（エリア展開）

2002年度
（2003.3）

10%～

フレッツ・ISDN

DSLサービス

光アクセスサービス

33%

81%

36%

78%

2002年度で概ね全国拡大

全ての市制施行都市

東京23区、
大阪市等へ拡大

東京23区及び
大阪市の一部

県庁所在地級
都市へ拡大

概ね市制施行都市
まで拡大

政令指定都市
等へ順次拡大

７



競争下でのアクセス系サービスの高度化･低廉化③（料金の日米比較）
2001.8現在

（注１）日本の料金は　①ＡＤＳＬ　②定額料金制　③月２０時間　の順に、
　　　　　1999年：通信料金は、NTT東西の①ＡＤＳＬ接続ｻｰﾋﾞｽ　②ＩＰ接続ｻｰﾋﾞｽ　③ｉ･ｱｲﾌﾟﾗﾝ、　ＩＳＰ料金は、①WAKWAK　②③OCN
　　　　　2001年：通信料金は、NTT東西の①ﾌﾚｯﾂ･ADSL 　②ﾌﾚｯﾂ･ISDN　③ｉ･ｱｲﾌﾟﾗﾝ、　ＩＳＰ料金は、①②ぷらら　③ OCN
　　　　米国の料金は、通信料金・ＡＤＳＬについてはベライゾン（旧ﾍﾞﾙｱﾄﾗﾝﾃｨｯｸ）、ﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟのＩＳＰ料金はＡＴ＆Ｔﾜｰﾙﾄﾞﾈｯﾄ
（注２）為替ﾚｰﾄは、1ﾄﾞﾙ=118.09円（2001年1～3月ＩＭＦ平均レート）
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3,350 3,366

4,500
3,945

1,601

1,7651,750

1,6001,601

2,344
2,300

2,200

▲25%

1999年末
米国日本

2001.7
米国日本

4,1934,0804,193

12,900

4,900

3,300

2,592

1,601

7808,000

2,592

1,601

▲68%

1999年末
米国日本

2001.7
米国日本

6,980

4,800

5,899

4,718

3,800

1,000

5,899
5,100

1,880

4,718

▲31%

1999年末
米国日本

2001.7
米国日本

ダイヤルアップでの利用ＡＤＳＬによる常時接続

月２０時間の利用
（OECDモデル）

定額料金制の比較
（１ヶ月、24時間/1日利用）

８



２．ブロードバンド市場における競争の

　　　

　　在り方



ブロードバンド市場における競争の在り方

◆ 　ブロードバンド市場は揺籃期にあり、各事業者が「コンテンツ～ＮＷ」
のハーモナイズを図りつつ、多様なビジネスモデルで参入を開始した段階。
　このような状況下においては、新たな事業規制を設けることなく、自由
な競争の枠組みの中で、プレイヤーの創意工夫を最大限に発揮させること
が、市場の活性化を促進する。

◆ 　ブロードバンド市場は揺籃期にあり、各事業者が「コンテンツ～ＮＷ」
のハーモナイズを図りつつ、多様なビジネスモデルで参入を開始した段階。
　このような状況下においては、新たな事業規制を設けることなく、自由
な競争の枠組みの中で、プレイヤーの創意工夫を最大限に発揮させること
が、市場の活性化を促進する。

◆ 　ブロードバンドアクセス市場は、固定網ＮＷのボトルネック（アクセス）
部分の徹底したオープン化（ダークファイバ、ドライカッパー、コロケー
ション等）により、既に激しい競争状態にある。

◆ 　また、ブラウザフォン（移動体、固定網）については、ＮＷとＩＳＰ機
能の自主的なオープン化を進める予定。

◆ 　ブロードバンドアクセス市場は、固定網ＮＷのボトルネック（アクセス）
部分の徹底したオープン化（ダークファイバ、ドライカッパー、コロケー
ション等）により、既に激しい競争状態にある。

◆ 　また、ブラウザフォン（移動体、固定網）については、ＮＷとＩＳＰ機
能の自主的なオープン化を進める予定。

オープン化にあたっては、事業参入意欲を高めるため、一定の創業者利益等を配慮すること
が必要。

ｉモードは、上位レイヤを含めて統合したサービスを提供したことにより、世界に先駆けてモバイ
ルインターネットを創出した。

９



（参考）ｉモードのオープン化について

ｉモードサービス
コンテンツ
プロバイダ

サイト
（メニュー　
　サイト）

コンテンツ
プロバイダ

サイト
（メニュー　
　サイト）

★ＩＳＰインタフェース
　－今後、ｉモード端末から、他
ＩＳＰセンタへのアクセス環境を
２００２年度内を目途に提供

ｉモード端末
（ブラウザ端末）

●パケット通信
　サービス

パ
ケ
ッ
ト
網

パ
ケ
ッ
ト
網

iモード
センタ

（ＩＳＰ的
機能）

iモード
センタ

（ＩＳＰ的
機能）

●インターネット
　アクセスサービス ●コンテンツ提供

　サービス

iモード
センタ

（ポータル的
機能）

iモード
センタ

（ポータル的
機能）

★『ｉモードメニューサイト』採用基準
　
　の透明性確保
　－採用基準を２００１年３月に、ホーム
　　　　ページへ掲載済み　　　　　　
　　http://www.nttdocomo.co.jp/i/tag.html

●ポータルサイト
　サービス

他社ﾎﾟｰﾀﾙ
等

一般サイト

他社ﾎﾟｰﾀﾙ
等

一般サイト

回収代行回収代行

１０

他ＩＳＰ
センタ

他ＩＳＰ
センタ

回収代行回収代行

：現状 ：今後

凡例

★一般サイトへの簡易アクセス
　－既に全端末に『Bookmark』機　　
能、一部端末に簡易アクセスボタン
を配備済み

★料金回収代行提供先の拡大
★ユーザＩＤ送信先の拡大
　－今後『評価システム』成立時、　
　メニューサイト向けと同様に拡大



（参考）Lモードのオープン化について

Lモードサービス

コンテンツ
プロバイダ
サイト
（Ｌメニュー　
　リストの
　コンテンツ）

コンテンツ
プロバイダ
サイト
（Ｌメニュー　
　リストの
　コンテンツ）

Lモード端末
（ブラウザ端末）

●コンテンツ提供
　サービス

Lモード
ゲートウェイ
（ポータル的

機能）

Lモード
ゲートウェイ
（ポータル的

機能）

★コンテンツ提供者の選定
・他事業者等から募集した意見を

反映して選定基準を作成
・全日本　テレホンサービス協会の
　
　倫理審査をクリアしていることが　
　必要条件
　（要望があり、一定の実績があれ
　ば他の機関も認定）

●インターネット
　アクセスサービス

★通信機器の技術条件の開示
・メーカへ公平な参加機会を設ける
・技術条件を開示
（詳細条件は守秘契約を前提）

Ｌ
モ
ー
ド
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

Ｌ
モ
ー
ド
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

★アクセスポイントのオープン化
　・具体的要望があれば協議

県
間
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
回
線

（
他
事
業
者
提
供
）

県
間
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
回
線

（
他
事
業
者
提
供
）

★バックボーンのオープン化
　・具体的要望があれば協議

１１

●ポータルサイト
　サービス

：現状 ：今後

凡例

他ＩＳＰ
センタ

他ＩＳＰ
センタ

回収代行回収代行

回収代行
他社ﾒﾆｭｰ
ﾘｽﾄ　　　　

回収代行
他社ﾒﾆｭｰ
ﾘｽﾄ　　　　

Lモード
ゲートウェイ

（ＩＳＰ的
機能）

Lモード
ゲートウェイ

（ＩＳＰ的
機能）

　
　
電
話
網
・総
合
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
網

　
　
電
話
網
・総
合
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
網

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

セ
ン
タ

★ダウンロードセンタのオープン化
（ＮＴＴ東西が想定する提供条件をＨＰ
　で公表）
・具体的要望があれば協議

★Ｌモードゲートウェイのオープン化
・他社メニューリスト（仮称）のメニュー登録
・他社メニューリスト（仮称）へのユーザ情報の提供
・他社メニューリスト（仮称）への情報料回収代行の提供 等

他社ﾎﾟｰﾀﾙ
等

一般サイト

他社ﾎﾟｰﾀﾙ
等

一般サイト
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ＭＶＮＯに対する考え方

◆ MVNOの事業内容は必ずしも明確でないが、
　①キャリアにより、周波数を含めた設備キャパシティの余裕状況が区々で
　　あること　
　②キャリアにより、ＭＶＮＯを用いる営業上のメリットが区々であること
　③網使用料の設定によっては、キャリアの設備投資インセンティブを削ぐ
　　こと

　等から、キャリアに対してＭＶＮＯへの設備・サービスの提供を義務付け
ることは不適切であり、各キャリアの自主的な経営判断に委ねるべき。

◆ MVNOの事業内容は必ずしも明確でないが、
　①キャリアにより、周波数を含めた設備キャパシティの余裕状況が区々で
　　あること　
　②キャリアにより、ＭＶＮＯを用いる営業上のメリットが区々であること
　③網使用料の設定によっては、キャリアの設備投資インセンティブを削ぐ
　　こと

　等から、キャリアに対してＭＶＮＯへの設備・サービスの提供を義務付け
ることは不適切であり、各キャリアの自主的な経営判断に委ねるべき。

◆ 　ＭＶＮＯが事業展開をしている主要先進国においても、一律に提供義務を
課している国はない。

◆ 　ＭＶＮＯが事業展開をしている主要先進国においても、一律に提供義務を
課している国はない。

（注）MVNOは、「顧客に対して、移動体通信の契約および電話ｻｰﾋﾞｽを提供するが、周波数を持たない組織
　　　（OFTEL）とされているが、実際には明確な定義はなく諸外国においても種々の業務形態が存在する。

（注）スウェーデンなど提供義務を課している一部の国においても、ネットワークキャパシティに余裕がある
　　　場合に開放すべきとしており、一律に提供義務を課している国はない。
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（参考）ＭＶＮＯに関する各国の規制状況

ＭＶＮＯ事業者

英国 フランス ドイツ イタリア

Virgin Mobile
Value Telecom

Futur Telecom Debitel
Montel

Tiscali

規制当局の
基本的な考え方

・MVNOの参入は自由
・MVNOとMNOの自由
　な交渉に任せる

無 無 無 無

・3Gについては、サー
ビス開始後８年間は
MVNOの参入を禁止

同左 同左

スペイン オランダ

デンマーク フィンランド

Xfera（参入予定） One.Tel

Sense
Song

Jippii
RSL Com

規制当局の
基本的な考え方

ノルウェー

・3Gﾗｲｾﾝｽｷｬﾘｱの
　2GへのMVNO参入
　について認める

無 無

有 無

スウェｰデン

Sense
Telia Sweden

有

・ﾈｯﾄﾜｰｸｷｬﾊﾟｼﾃｨに
　余裕がある場合に
は開放すべき

・MVNOの参入は自由
・MVNOとMNOの自由
　な交渉に任せる

・MVNOの参入は自由
・MVNOとMNOの自由
　な交渉に任せる

Sense
Jippii

無

・基本的にはMVNOと　　
MNOの交渉に任せる
・紛争の仲裁は行う

・ﾈｯﾄﾜｰｸｷｬﾊﾟｼﾃｨに
　余裕がある場合に
は開放すべき

香港

Virgin Mobile

有

・3G免許取得事業者は
MVNOにﾈｯﾄﾜｰｸの30％
以上の配分義務

ＭＶＮＯへの
提供義務

ＭＶＮＯへの
提供義務 （NWｷｬﾊﾟ余裕時のみ） （NWｷｬﾊﾟ余裕時のみ） （3Gのみ）

（注）NTTドコモ調査

ＭＶＮＯ事業者
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